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CDFで観測できるか	




ジェネレーターレベルからPYTHIAを用いてシミュレーションを行う。	


高エネルギーの物理イベントを発生させるためのプログラム	


重心系エネルギー1.96	
  TeVのppber衝突でW+が
生成される事象のみを発生させた。	
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1/8ほどの割合で含まれる	


バックグラウンド	


PDFセットはCTEQ5Lを使用時	
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W+のPz分布	
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バックグラウンド源を大幅にカットできる	
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W+のPzを得るためには	
  

ニュートリノのPzを求める必要がある	
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解が２つ出てきてしまう	


正しい解を選ばなければならない	


選べていない	




まとめ	


•  PYTHIAをダウンロードしW+生成イベントを発生させた	
  

•  発生させたイベントを解析し、L-­‐R	
  symmetricモデルの検証がCDF
のデータを用いて調べることができるかどうかの確認を行った	
  

•  ニュートリノのPzを求める等の課題もあるが、可能性は示せた	



